
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

大
分
県
報
（
告
示
）

一

目　
　
　
　
　
　
次

毎
週　
火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　
発
行
人　
大　
分　
県　
　
編
集　
大
野
印
刷
㈱　
　
（
定
価　
一
箇
年　
三
万
七
千
八
百
円
）

平
成
二
十
五
年

第
二
四
五
五
号

三
月
十
二
日

（ 火 曜 日 ）
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事　
　
広　
　
　
瀬　
　
　
勝　
　
　
貞

大
分
県
告
示
第
百
七
十
二
号

　
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四

項
に
よ
り
生
活
保
護
法
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定

医
療
機
関
か
ら
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事　
　
広　
　
　
瀬　
　
　
勝　
　
　
貞

大
分
県
告
示
第
百
七
十
三
号

　
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十

　
　
　
　
　
　
　
告　
　
　
　
　

示　

生
活
保
護
法
等
に
よ
る
医
療
機
関
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

生
活
保
護
法
等
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

生
活
保
護
法
等
に
よ
る
介
護
機
関
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

生
活
保
護
法
等
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

生
活
保
護
法
等
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
名
称
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

生
活
保
護
法
等
に
よ
る
施
術
者
の
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
認
証
申
請
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
に
よ
る
特
定
施
設
の
設
置
許
可
申
請
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

廃
止
処
分
場
の
指
定
区
域
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

指
定
予
定
保
安
林
（
三
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九

廃
川
敷
地
等
の
発
生
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
労
働
委
員
会
告
示　

大
分
県
労
働
委
員
会
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
公　
　
　
　
　

告　

争
議
行
為
の
予
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一

大
分
県
告
示
第
百
七
十
一
号

　
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国

の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項

に
よ
り
生
活
保
護
法
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の

た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
と
し
て
、
次
の
医
療
機
関
を
指
定
し
た
。

○
告　
　
　
　
　

示

医
療
機
関
の
名
称

開
設
者
の
氏
名

所　
　
在　
　
地

指
定
年
月
日

フ
レ
ン
ド
歯
科

医
療
法
人
ハ
ー
ト
ニ

ン
グ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア

豊
後
大
野
市
三
重
町
赤
嶺
二
○

五
六
番
地

平
二
五
・　
一
・　
四

吉
田
歯
科
医
院

吉　
田　
　
　
一

佐
伯
市
城
下
西
町
二
―
六
○

平
二
五
・　
一
・
一
六

そ
う
ご
う
薬
局
国
東

店

総
合
メ
デ
ィ
カ
ル
株

式
会
社

国
東
市
安
岐
町
下
原
一
二
九
二

平
二
五
・　
二
・　
一

医
療
機
関
の
名
称

開
設
者
の
氏
名

所　
　
在　
　
地

廃
止
年
月
日

安
達
医
院

安　
達　
治　
夫

竹
田
市
大
字
玉
来
九
七
八

平
二
四
・
一
二
・
二
五

吉
田
歯
科
医
院

吉　
田　
　
　
修

佐
伯
市
城
下
西
町
二
―
六
○

平
二
五
・　
一
・　
一

有
吉
大
阪
堂
薬
局

有　
吉　
輝　
代

中
津
市
上
宮
永
四
―
三
一
―
六

平
二
五
・　
一
・　
一

古
川
歯
科
医
院

古　
川　
三
千
雄

臼
杵
市
二
王
座
塩
田
二
九
二

平
二
五
・　
二
・
一
六

別
府
よ
し
む
ら
薬
局

有
限
会
社
別
府
よ
し

む
ら

別
府
市
楠
町
四
―
一
五

平
二
五
・　
三
・　
一



二

平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

大
分
県
報
（
告
示
）

四
条
第
四
項
に
よ
り
生
活
保
護
法
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
介
護

扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
若
し
く
は
居
宅
介
護
支
援
計
画
の
作
成
、
施
設
介
護
又
は
介
護
予
防
を
担
当
さ
せ

る
機
関
と
し
て
、
次
の
介
護
機
関
を
指
定
し
た
。

　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事　
　
広　
　
　
瀬　
　
　
勝　
　
　
貞

大
分
県
告
示
第
百
七
十
四
号

　
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
よ
り
生
活
保
護
法
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
介
護
機
関
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
廃
止
す
る
旨
届
出
が
あ
っ

た
。

　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事　
　
広　
　
　
瀬　
　
　
勝　
　
　
貞

介
護
機
関
の

名
称　
　
　

所 

在 
地

開 

設 

者

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地　
　

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

指 

定 

年 

月 

日

ス
ワ
ロ
ー
薬

局

別
府
市
石
垣
東

一
〇
丁
目
二―

三
三

株
式
会
社
キ

ッ
セ
イ

大
分
市
金
池
町

一―

一
三―

九
居
宅
療
養
管
理
指

導
、
介
護
予
防
居

宅
療
養
管
理
指
導
平
二
五
・　
二
・　
一

セ
ン
ト
ケ
ア

別
府

別
府
市
石
垣
西

四
丁
目
五
番
一

二
号
九
十
歩
ビ

ル
一
Ｆ

セ
ン
ト
ケ
ア

九
州
株
式
会

社

熊
本
県
熊
本
市

十
禅
寺
一―

三
―

一

居
宅
介
護
支
援

〃

ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス

花
し
ょ
う
ぶ
中
津
市
下
池
永

二
二
七
番
地
一
有
限
会
社
ケ

ー
シ
ー
シ
ー
豊
後
大
野
市
三

重
町
市
場
一
八

七
番
地
二

訪
問
介
護
、
介
護

予
防
訪
問
介
護

平
二
五
・　
二
・　
四

デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ―

花
し
ょ
う
ぶ

〃

〃

〃

通
所
介
護
、
介
護

予
防
通
所
介
護

〃

吉
田
歯
科
医

院

佐
伯
市
城
下
西

町
二―

六
〇

吉
田
一

佐
伯
市
城
下
西

町
二―

六
〇

居
宅
療
養
管
理
指

導

平
二
五
・　
二
・　
一

地
域
密
着
型

特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
安

心
院
の
郷
妻

垣

宇
佐
市
安
心
院

町
妻
垣
四
〇
一

番
地

社
会
福
祉
法

人
安
心
会

宇
佐
市
安
心
院

町
妻
垣
四
〇
一

番
地

地
域
密
着
型
介
護

老
人
福
祉
施
設

平
二
四
・　
四
・　
一

お
さ
か
養
生

園

豊
後
大
野
市
三

重
町
小
坂
一
三

一
九
番
地

大
分
県
福
祉

生
活
協
同
組

合

豊
後
大
野
市
三

重
町
菅
生
一
番

地
一
五
四

通
所
介
護

平
二
五
・　
一
・
二
八

フ
レ
ン
ド
歯

科

豊
後
大
野
市
三

重
町
赤
嶺
二
〇

五
六
番
地

医
療
法
人
ハ

ー
ト
ニ
ン
グ

・
ヘ
ル
ス
ケ

ア

豊
後
大
野
市
三

重
町
赤
嶺
二
〇

五
六
番
地

居
宅
療
養
管
理
指

導

平
二
五
・　
一
・　
四

国
東
中
央
ク

リ
ニ
ッ
ク
通

所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン

国
東
市
国
東
町

北
江
三
二
四
五

―

四

医
療
法
人
輝

生
会

国
東
市
国
東
町

北
江
三
二
四
五

―

四

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
、
介
護

予
防
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン

平
二
〇
・
一
一
・
二
一

ア
イ
リ
ス
く

に
さ
き
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス

国
東
市
武
蔵
町

糸
原
字
上
神
手

四
一
二
九
番
地

二

社
会
福
祉
法

人
虹
の
会

大
分
市
横
尾
四

四
五
一
番
地
の
訪
問
介
護
、
介
護

予
防
訪
問
介
護

平
二
五
・　
二
・　
四

デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

ア
イ
リ
ス
く

に
さ
き

〃

〃

〃

通
所
介
護
、
介
護

予
防
通
所
介
護

〃

リ
ハ
ビ
リ
特

化
型
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
暘

谷
苑

速
見
郡
日
出
町

三
八
七
八―

九
社
会
福
祉
法

人
暘
谷
福
祉

会

速
見
郡
日
出
町

大
字
藤
原
五
七

〇
八―

三

〃

平
二
五
・　
二
・　
一

有
限
会
社
う

の
福
祉
サ
ー

ビ
ス

速
見
郡
日
出
町

二
五
一
二
番
地

一

有
限
会
社
う

の
福
祉
サ
ー

ビ
ス

速
見
郡
日
出
町

三
ノ
丸
二
六
七

二
番
地

居
宅
介
護
支
援

〃

シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
す
ず
ら

ん

速
見
郡
日
出
町

藤
原
一
六
九
一

番
地
の
一

医
療
法
人
久

寿
会

速
見
郡
日
出
町

藤
原
一
六
九
一

番
地
の
一

短
期
入
所
生
活
介

護
、
介
護
予
防
短

期
入
所
生
活
介
護
平
二
五
・　
一
・　
一

介
護
機
関

の
名
称　

所 
在 
地

開 

設 

者

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地　
　

廃
止
サ
ー
ビ
ス

の
種
類　
　
　

廃 

止 

年 

月 

日



平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

大
分
県
報
（
告
示
）

三

大
分
県
告
示
第
百
七
十
五
号

　
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
よ
り
生
活
保
護
法
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
介
護
機
関
か
ら
そ
の
名
称
の
変
更
が
あ
っ
た
旨
届
出
が

あ
っ
た
。

　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事　
　
広　
　
　
瀬　
　
　
勝　
　
　
貞

大
分
県
告
示
第
百
七
十
六
号

　
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条

の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成

六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
よ
り
生
活
保
護
法
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
施
術
者
か
ら
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事　
　
広　
　
　
瀬　
　
　
勝　
　
　
貞

大
分
県
告
示
第
百
七
十
七
号

介
護
機
関
の
名
称

所　
　
在　
　
地

変 

更 

年 

月 

日

変
更
前

変
更
後

Ｊ
Ａ
お
お
い
た
臼

杵
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
福
祉
用

具
貸
与
事
業
所

Ｊ
Ａ
お
お
い
た
南

部
福
祉
用
具
事
業

所

臼
杵
市
大
字
江
無
田
一
三
四
三
番
地
の

一

平
二
五
・　
一
・　
一

Ｊ
Ａ
お
お
い
た
臼

杵
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
特
定
福

祉
用
具
販
売
事
業

所

〃

〃

〃

施
術
者
の
氏
名

施
術
所
の
名
称

所　
　
在　
　
地

廃 

止 

年 

月 

日

山　
口　
祐　
史

み
ら
い
鍼
灸
接
骨
院

大
分
市
大
在
中
央
二―

二―

三

オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
L
一
F

平
二
五
・　
二
・　
一

別
府
よ
し
む

ら
薬
局

別
府
市
楠
町
四

―

一
五

有
限
会
社
別

府
よ
し
む
ら
別
府
市
楠
町
四

―

一
五

居
宅
療
養
管
理
指

導

平
二
五
・　
二
・
二
八

宮
野
の
家

豊
後
大
野
市
三

重
町
宮
野
一
六

八
八

大
分
県
福
祉

生
活
協
同
組

合

豊
後
大
野
市
三

重
町
菅
生
一
番

地
一
五
四

通
所
介
護

平
二
五
・　
一
・
二
七

フ
レ
ン
ド
歯

科

豊
後
大
野
市
三

重
町
赤
嶺
二
〇

五
六
番
地

立
園
隆
右

豊
後
大
野
市
三

重
町
小
坂
四
一

〇
九―

一
〇

居
宅
療
養
管
理
指

導
、
介
護
予
防
居

宅
療
養
管
理
指
導
平
二
四
・
一
二
・
三
一

ひ
だ
ま
り
荘
由
布
市
庄
内
町

高
岡
四
九
一
番

地

ひ
だ
ま
り
荘

株
式
会
社

由
布
市
庄
内
町

高
岡
四
九
一
番

地

認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
、
介

護
予
防
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介

護

平
二
五
・　
二
・
二
八

デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

ア
イ
リ
ス
く

に
さ
き

国
東
市
武
蔵
町

糸
原
四
一
二
九

番
地
三

株
式
会
社
ラ

ビ
ッ
ト
ハ
ウ

ス

大
分
市
高
尾
台

一
丁
目
八
番
一

四
号

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
、
介
護

予
防
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン

平
二
五
・　
一
・
一
五

ア
イ
リ
ス
く

に
さ
き
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス

〃

〃

〃

訪
問
介
護
、
介
護

予
防
訪
問
介
護

〃

介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
ア
イ

リ
ス
く
に
さ

き

〃

〃

〃

居
宅
介
護
支
援

〃

国
東
中
央
ク

リ
ニ
ッ
ク
通

所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン

国
東
市
国
東
町

北
江
三
二
四
五

―

四

進
輝
政

国
東
市
国
東
町

北
江
三
二
四
五

―

四

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン

平
二
〇
・
一
一
・
二
〇

有
限
会
社
う

の
福
祉
サ
ー

ビ
ス

速
見
郡
日
出
町

二
五
一
二
番
地

一

有
限
会
社
う

の
福
祉
サ
ー

ビ
ス

速
見
郡
日
出
町

三
ノ
丸
二
六
七

二

居
宅
介
護
支
援

平
二
五
・　
一
・
三
一



四

平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

大
分
県
報
（
告
示
）

　
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。

　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事　
　
広　
　
　
瀬　
　
　
勝　
　
　
貞　

一　
変
更
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

　
　
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
六
日

二　
変
更
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

　
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人　
お
お
い
た
有
機
農
業
研
究
会　

 

三　
代
表
者
の
氏
名

　
　
吉 

野　
賢 

一　
　
　

四　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

　
　
大
分
市
大
字
下
郡
千
六
百
二
番
地
の
一　
　

五　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

　
　
こ
の
法
人
は
生
産
者
・
消
費
者
に
対
し
て
有
機
農
業
の
普
及
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
健
康
増
進
と
環

　
境
保
全
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六　
定
款
変
更
の
内
容

　
　
役
員
に
関
す
る
事
項
の
変
更

　
　
総
会
に
関
す
る
事
項
の
変
更　

　
　
理
事
会
に
関
す
る
事
項
の
変
更　

　
　
資
産
及
び
会
計
に
関
す
る
事
項
の
変
更

　
　
定
款
の
変
更
に
関
す
る
事
項
の
変
更    

　
　
公
告
の
方
法
に
関
す
る
事
項
の
変
更

大
分
県
告
示
第
百
七
十
八
号

　
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
が
あ
っ
た
。

　
な
お
、
次
の
と
お
り
当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果

に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事　
　
広　
　
　
瀬　
　
　
勝　
　
　
貞　

一　
申
請
の
概
要

　
１　
申
請
者
の
住
所
及
び
名
称
並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名

　
　
　
佐
伯
市
大
字
青
山
字
ウ
キ
タ
千
六
百
六
十
一
の
二

　
　
　
　
戸
田
建
設
株
式
会
社　
九
州
支
店　
谷
川
ト
ン
ネ
ル
新
設
工
事
作
業
所

　
　
　
　
　
所
長　
鈴　
木　
寿　
人

　
２　
特
定
事
業
場
の
所
在
地
及
び
名
称

　
　
　
佐
伯
市
大
字
青
山
地
内
（
国
有
林
）

　
　
　
　
戸
田
建
設
株
式
会
社　
九
州
支
店　
谷
川
ト
ン
ネ
ル
新
設
工
事
作
業
所

　
３　
設
置
さ
れ
る
特
定
施
設
の
種
類

　
　
　
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
五
十
五
号　
生
コ

　
　
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
業
の
用
に
供
す
る
バ
ツ
チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
ト



平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

大
分
県
報
（
告
示
）

五

種

類

バ
ッ
チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
ト

能

力

二
五
㎥
／
時
間

工

事

着

手

予

定

年

月

日

平
二
五
・
四
・
二
三

工

事

完

成

予

定

年

月

日

平
二
五
・
五
・
一
一

使

用

開

始

予

定

年

月

日

平
二
五
・
五
・
一
三

使

用

時

間

間

隔

間
欠

一
日
当
た
り
の
使
用
時
間

三
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単　
位

通　
　
　
　
　
　
　
　
常

最　
　
　
　
　
　
　
　
大

㎥
／
日

　
　
　
　
　
　
二
四　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
四
八　
　
　
　

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単　
位

通　
　
　
　
　
　
　
　
常

最　
　
　
　
　
　
　
　
大

水
素
イ
オ
ン
濃
度

　
　
　
一
二　
　
　

　
　
　
一
三　
　
　

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

　
　
　
一
〇　
　
　

一
五

化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

　
一
〇　

一
五

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

五
、
〇
〇
〇　
　
　

六
、
〇
〇
〇　
　
　

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

　
一
〇　

一
五

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

　
　
　
　
一
・
五　

　
　
　
　
二
・
〇　



六

平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

大
分
県
報
（
告
示
）

　
４　
汚
水
等
の
処
理
の
方
法

種

類

円
形
シ
ッ
ク
ナ
ー

処

理

方

式

中
和
＋
造
粒
沈
殿

能

力

一
五
〇
㎥
／
時
間

構

造

鉄
骨
及
び
鋼
板
製

主

要

寸

法

縦
九
・
五
ｍ
×
横
七
・
〇
ｍ
×
高
さ
一
三
・
〇
ｍ

工

事

着

手

予

定

年

月

日

平
二
五
・
四
・
二
三

工

事

完

成

予

定

年

月

日

平
二
五
・
五
・
一
〇

使

用

開

始

予

定

年

月

日

平
二
五
・
五
・
一
三

使

用

時

間

間

隔

連
続

一
日
当
た
り
の
使
用
時
間

二
四
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単　
位

通

常

の

値

最

大

の

値

㎥
／
日

処

理

前

処

理

後

処

理

前

処

理

後

　
　
三
六
〇

　
　
三
六
〇

　
　
七
二
〇

　
　
七
二
〇

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単　
位

通

常

の

値

最

大

の

値

処

理

前

処

理

後

処

理

前

処

理

後

水
素
イ
オ
ン
濃
度

　
　
　
一
二

　
　
六
・
〇
〜
八
・
四

　
　
　
一
三

　
　
六
・
〇
〜
八
・
四

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

　
　
　
一
〇

　
　
　
一
〇

　
　
　
一
五

　
　
　
一
五

化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

　
　
　
一
〇

　
　
　
一
〇

　
　
　
一
五

　
　
　
一
五

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

　
　
五
、
〇
〇
〇　
　

　
　
　
　
五

　
　
六
、
〇
〇
〇　
　

　
　
　
一
〇



平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

大
分
県
報
（
告
示
）

七

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

　
　
　
一
〇

　
　
　
一
〇

　
　
　
一
五

　
　
　
一
五

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

　
　
　
　
　
　
一
・
五

　
　
　
　
　
　
一
・
五

　
　
　
　
　
　
二
・
〇

　
　
　
　
　
　
二
・
〇



八

平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

大
分
県
報
（
告
示
）

　
５　
排
出
水
の
量
及
び
汚
染
状
態
の
値

二　
事
前
評
価
に
関
す
る
書
面
の
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
場
所

　
１　
縦
覧
期
間

　
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日
か
ら
同
年
四
月
一
日
ま
で

　
２　
縦
覧
場
所

　
　
　
大
分
県
生
活
環
境
部
環
境
保
全
課
及
び
佐
伯
市
役
所

大
分
県
告
示
第
百
七
十
九
号

　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
十
七
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　
区
域
の
範
囲
を
表
示
し
た
図
面
は
省
略
し
、
大
分
県
生
活
環
境
部
廃
棄
物
対
策
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦

覧
に
供
す
る
。

　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事　
　
広　
　
　
瀬　
　
　
勝　
　
　
貞

一　
指
定
区
域
（
廃
止
済
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
）

二　
埋
立
地
の
区
分

　
ア　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と

　
　

い
う
。
）
第
九
条
第
五
項
（
法
第
九
条
の
三
第
十
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含

　
　
む
。
）
の
確
認
を
受
け
て
廃
止
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
又
は
法
第
十
五
条
の
二
の
六
第
三

　
　
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
九
条
第
五
項
の
確
認
を
受
け
て
廃
止
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物
の

　
　
最
終
処
分
場
に
係
る
埋
立
地

　

イ　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
五

　
　
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
三
項
（
同

　
　
法
第
九
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
廃
止
の
届

　
　
出
が
あ
っ
た
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
又
は
同
法
第
十
五
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

　
　
用
す
る
同
法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係

　
　
る
埋
立
地

　
ウ　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
及
び
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
緊
急
措
置
法
の
一
部
を
改
正

　
　
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

　
　
掃
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
又
は
同

　
　
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
う
ち
、
平
成
四
年

　
　
七
月
四
日
以
前
に
廃
止
さ
れ
た
も
の
に
係
る
埋
立
地

　
エ　
市
町
村
又
は
埋
立
処
分
を
業
と
し
て
行
う
一
般
廃
棄
物
処
分
業
者
若
し
く
は
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者

　
　
が
設
置
し
た
許
可
又
は
届
出
の
対
象
外
の
最
終
処
分
場
（
た
だ
し
、
自
ら
そ
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生

　
　
じ
た
廃
棄
物
を
処
分
す
る
用
に
供
す
る
も
の
を
除
く
も
の
と
し
、
法
の
施
行
前
に
埋
立
処
分
が
開
始
さ

　
　
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
法
の
施
行
の
際
現
に
埋
立
処
分
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
も
の
に
限
る
。
）
の

排

水

口

名

１№

一
日
当
た
り
の
排
出
水
量

単　
位

通
常
の
値

最
大
の
値

㎥
／
日

三
五
〇

七
〇
〇

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単　
位

通
常
の
値

最
大
の
値

水
素
イ
オ
ン
濃
度

六
・
〇
〜
八
・
四

六
・
〇
〜
八
・
四

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

　
一
〇

　
一
五

化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

　
一
〇

　
一
五

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

　
　
五

　
一
〇

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

　
　
一
〇　

　
　
一
五　

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

　
　
　
　
一
・
五

　
　
　
　
二
・
〇

指 

定 

番 

号

指　
　
定　
　
す　
　
る　
　
区　
　
域

埋
立
地
の
区
分

　
産
廃―

七
十
五

　

佐
伯
市
宇
目
大
字
小
野
市
字
五
郎
田
四
六
四
八
、
四
六
四
九

番
一
、
四
六
五
〇
、
四
六
五
一
番
一
、
四
六
五
二
の
各
地
番
の

一
部

エ

　
産
廃―

七
十
六

　
宇
佐
市
大
字
上
拝
田
字
上
宅
見
九
九
四
番
一

エ

　
産
廃―

七
十
七

　
豊
後
高
田
市
水
崎
字
亀
ノ
丸
一
五
五
九
、
一
五
六
一
、
一
五

六
三
番
一
、
一
五
六
五
番
一
、
一
五
六
六
、
一
五
六
〇
、
一
五

六
二
、
一
五
五
六
、
一
五
五
八
、
一
五
六
三
番
二
、
一
五
六
四

番
一
、
一
五
六
八
、
一
五
六
七

ア



平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

大
分
県
報
（
告
示
）

九

　
　
う
ち
、
法
施
行
後
に
廃
止
さ
れ
た
も
の
に
係
る
埋
立
地

　
オ　
法
第
十
九
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
く
措
置
命
令
又
は
法
第
十
九
条
の
七
の
規
定
に
基
づ
く
行
政
代
執

　
　
行
に
よ
り
遮
水
工
封
じ
込
め
措
置
又
は
原
位
置
覆
土
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
廃
棄
物
の
埋
立
地

大
分
県
告
示
第
百
八
十
号

　
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
林
水

産
大
臣
か
ら
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事　
　
広　
　
　
瀬　
　
　
勝　
　
　
貞

一　
保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　
日
田
市
大
山
町
東
大
山
字
響
岩
山
三
八
一
四
番
一
、
三
八
一
四
番
五
か
ら
三
八
一
四
番
七
ま
で
、
三
八

　
一
四
番
一
三
、
三
八
一
四
番
一
四
、
三
八
一
七
番
、
字
大
平
三
八
一
八
番
二
、
三
八
三
五
番
一
か
ら
三
八

　
三
五
番
三
ま
で
、
三
八
三
六
番
一
か
ら
三
八
三
六
番
三
ま
で
、
三
八
三
九
番
一
、
三
八
四
〇
番
一
、
三
八

　
四
二
番
一
、
三
八
四
三
番
一
、
三
八
四
三
番
二
、
三
八
四
五
番
一
、
字
下
ノ
平
三
八
六
二
番
一
、
三
八
七

　
〇
番
一

二　
指
定
の
目
的

　
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

三　
指
定
施
業
要
件

　
１　
立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
㈠　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　
字
響
岩
山
三
八
一
四
番
一
四
・
三
八
一
七
番
・
字
大
平
三
八
三
五
番
一
・
三
八
四
〇
番
一
・
三
八

　
　
　
四
二
番
一
・
三
八
四
三
番
一
・
三
八
四
三
番
二
・
三
八
四
五
番
一
（
以
上
八
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に

　
　
　
示
す
部
分
に
限
る
。
）

　
　
㈡　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　
㈢　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

　
　
　
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
㈣　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
２　
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産
部

　
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県
西
部
振
興
局
並
び
に
日
田
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）　

大
分
県
告
示
第
百
八
十
一
号

　
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
林
水

産
大
臣
か
ら
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事　
　
広　
　
　
瀬　
　
　
勝　
　
　
貞

一　
保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　
竹
田
市
大
字
城
原
字
穴
畑
二
一
番
、
二
三
番
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
字
穴
井
瀬
二
八

　
番
三

二　
指
定
の
目
的

　
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

三　
指
定
施
業
要
件

　
１　
立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
㈠　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　
字
穴
畑
二
三
番
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

　
　
㈡　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　
㈢　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

　
　
　
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
㈣　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
２　
立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産
部

　
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県
豊
肥
振
興
局
並
び
に
竹
田
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

大
分
県
告
示
第
百
八
十
二
号

　
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
林
水

産
大
臣
か
ら
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事　
　
広　
　
　
瀬　
　
　
勝　
　
　
貞

一　
保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　
豊
後
大
野
市
犬
飼
町
栗
ケ
畑
字
中
柚
ノ
木
一
九
三
三
番
四

二　
指
定
の
目
的

　
　
水
源
の
涵か
ん
養



一
〇

平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

三　
指
定
施
業
要
件

　
１　
立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
㈠　
主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　
㈡　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

　
　
　
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
㈢　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
２　
立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産
部
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県
豊

　
肥
振
興
局
並
び
に
豊
後
大
野
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

大
分
県
告
示
第
百
八
十
三
号

　

河
川
区
域
の
廃
止
に
よ
り
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
の
で
、
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四

号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
書
は
、
大
分
県
土
木
建
築
部
河
川
課
及
び
中
津
土
木
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。

　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事　
　
広　
　
　
瀬　
　
　
勝　
　
　
貞

一　
河
川
の
名
称

　
　
一
級
河
川
山
国
川
水
系
西
谷
川

二　
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
年
月
日

　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

三　
廃
川
敷
地
等
の
位
置

　
　
中
津
市
本
耶
馬
渓
町
落
合
字
江
後
一
二
五
八
番
三
地
先
か
ら

　
　
中
津
市
本
耶
馬
渓
町
落
合
字
大
門
堂
一
二
八
六
番
一
地
先
ま
で

四　
廃
川
敷
地
等
の
種
類
及
び
数
量

　
　
土
地　
七
○
三
八
・
○
八
平
方
メ
ー
ト
ル

大
分
県
労
働
委
員
会
告
示
第
一
号

　
大
分
県
労
働
委
員
会
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日                

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
労
働
委
員
会
会
長　
　
麻　
　
　
生　
　
　
昭　
　
　
一

○
労
働
委
員
会
告
示

氏　
　
　
名

現

職

及

び

前

歴

委
嘱
年
月
日

麻あ　
生そ
う　
昭し
ょ
う　
一い
ち

大
分
県
労
働
委
員
会
会
長
公
益
委
員

弁
護
士

平
一
八
・　
一
・
二
六

鈴す
ず　
木き　
芳よ
し　
明あ
き

大
分
県
労
働
委
員
会
会
長
代
理
公
益
委
員

大
分
大
学
経
済
学
部
教
授

平
二
五
・　
二
・
二
六

岩い
わ　
尾お　
允の
ぶ　
子こ

大
分
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

元
大
分
県
立
大
分
商
業
高
等
学
校
校
長

平
一
八
・　
一
・
二
六

佐さ　
藤と
う　
トと

モも

コこ

大
分
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

元
福
岡
労
働
局
雇
用
均
等
室
長

平
二
二
・　
二
・　
九

須す　
賀が　
陽よ
う　
二じ

大
分
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

弁
護
士

平
二
二
・　
二
・　
九

村む
ら　
田た　
正ま
さ　
利と
し

大
分
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
大
分
県
連
合
会
会
長

平
二
○
・
一
○
・
一
四

吐は
き　
合あ
い　
史し　
郎ろ
う

大
分
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
大
分
県
連
合
会
副
会
長

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
大
分
連
絡
協
議
会
議
長

平
二
三
・
一
一
・　
八

首し
ゅ　
藤と
う　
浩こ
う　
二じ

大
分
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
大
分
県
連
合
会
副
会
長

情
報
産
業
労
働
組
合
連
合
会
大
分
県
協
議
会
議
長

平
二
四
・
一
○
・
二
三

神か
ん　
田だ　
健け
ん　
一い
ち

大
分
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
大
分
県
連
合
会
副
会
長

新
日
鐵
住
金
大
分
労
働
組
合
組
合
長

平
二
四
・
一
○
・
二
三

則の
り　

松ま
つ　

佳よ
し　

子こ

大
分
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

大
分
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
書
記
長

平
二
四
・　
二
・
一
四

大お
お　
塚つ
か　
伸の
ぶ　
宏ひ
ろ

大
分
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

大
分
県
経
営
者
協
会
専
務
理
事

平
二
二
・　
二
・　
九

赤あ
か　
松ま
つ　
健け
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

大
分
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

三
和
酒
類
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長

平
二
〇
・　
二
・
一
二

大
分
県
報
（
告
示
・
労
働
委
告
示
）



平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

一
一

　
労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
分
県

医
療
・
福
祉
労
働
組
合
連
合
会
委
員
長
池
田
康
夫
か
ら
、
次
の
と
お
り
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事　
　
広　
　
　
瀬　
　
　
勝　
　
　
貞

一　
事
件

　
　
賃
金
引
上
げ
、
労
働
条
件
の
改
善
等
の
要
求
に
関
す
る
件

二　
日
時

　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日
午
前
零
時
以
降
本
件
の
解
決
に
至
る
ま
で
の
期
間

三　
場
所

　
　
大
分
市
古
ヶ
鶴
一
丁
目
一
番
十
五
号

　
　
　
大
分
健
生
病
院

　
　
宇
佐
市
大
字
南
宇
佐
千
六
百
五
十
五
番
地

　
　
　
宇
佐
病
院

　
　
別
府
市
光
町
十
四
番
三
号

　
　
　
山
本
病
院

四　
概
要

　
　
同
盟
罷
業
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
形
の
争
議
行
為
を
行
う
。

杉す
ぎ　
原は
ら　
正ま
さ　
晴は
る

大
分
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

大
分
交
通
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

平
一
四
・　
二
・　
五

田た　
北き
た　
裕ひ
ろ　
之ゆ
き

大
分
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

大
分
製
紙
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

平
二
〇
・　
二
・
一
二

馬ば　
場ば　
ヒひ

ロろ

子こ

大
分
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

日
本
連
合
警
備
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

平
二
二
・　
八
・
二
四

山や
ま　
蔭か
げ　
政ま
さ　
伸の
ぶ

大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局
長

平
二
四
・　
四
・
一
○

後ご　
藤と
う　
敏と
し　
男お

大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局
調
整
審
査
課
長

平
二
三
・
一
〇
・
一
一

○
公　
　
　
　
　

告

大
分
県
報
（
労
働
委
告
示
・
公
告
）


